
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

までの 10 年は 73 回と豪雨が顕著に増

加しています。昔の集中豪雨という言

葉は、最近ゲリラ豪雨という呼び名に

変わっています。 

ゲリラ豪雨という言葉が使われるよ

うになったのは 2008 年 8 月末の豪雨

で、図はその時の雨雲の様子です。東

海地方と関東地方、それに東北地方の

南部に発達した雨雲があり、各地で記

録的な豪雨になりました。この時に多

摩市から八王子市にかけても大雨にな

り、八王子市では 2 日間で 220 ミリを

超えました。この雨でパルテノン多摩

でも浸水などの被害が出ています。 

 最新の予測では温暖化によって、関

東地方の気温は2100年にはおよそ3度

上がります。これは多摩市が南に 300 ㎞

あまり移動すると考えてください。最

高気温が30度以上の真夏日は1ヶ月増

え、熱帯夜は 25 日、猛暑日は 10 日増

加する予測です。気温の上昇によって

上越国境の雪が激減し、関東は慢性的

な水不足になる可能性が高いのです。

温暖化の原因の大半は人工的に排出さ

れる二酸化炭素です。国際的な取り組

みが話し合われていますが、実効的な

協定が決着しません。私たちの生活の

中でも電気やガス、ガソリン等の使用

で多くの二酸化炭素を出しています。

無駄なエネルギーを使わない生活をす

るように、温暖化防止に少しでも役立

つようにしたいものです。   (了) 

 

 

 

 

 

 

 

 

を呼ぶのかよ」と常識を疑う登山者も

多く、またなかには「登山界を総括す

る日本山岳協会はどう考えています

か」、「登山者の教育はどうなっていま

すか」と問われたこともあり、答えに

窮したこともしばしばでした。 

全く登山者のマナー、モラルの低下

には困ったものです。昔は登山での遭

難事故はあくまで自分の責任であり、

事故を起こすことは恥ずかしいことで

あるという登山気質が事故を少なく

し、登山者の気品、登山の格式を高め

ていましたが、今や登山者というより

登山客と言った方が良いような人が増

えてしまいました。 

最近のデータでは 60 才以上の高齢

者の遭難が 80％ともいわれ、年間の遭

難件数は 2000 件以上、そのうち死亡者

は 300 から 400 人にも上ります。 

一人ひとりが登山者としての責任や

使命を果たし、秩序や安全、自然保護

を守り、社会に親しまれる正しい登山

環境づくりが必要ではないでしょう

か。それなくしては登山の普及、振興、

発展はあり得ません。 

 

 

筆者紹介：村山 貢司(むらやま こうじ) 
気象予報士。気象学、地球環境、花粉症の専 
門家として幅広く活躍中。ＮＨＫニュースの 
気象キャスターとしてもおなじみ。 
著書：「異常気象と 2020 年の日本」､「体調管 

理は天気予報で」ほか。  貝取在住 

 

 

 

◆ 12 月 17 日(土)  17:30 開場  18:00 開演 

前回は台風についての話をしました

が、8月 22日に台風 9号による大雨で

大栗川の水位が急上昇し、多摩市とし

ては初めて避難勧告を出しました。1

時間の雨量が 57.5 ミリにもなり大栗川

の水位は短時間に 2ｍも上昇。避難勧

告の対象になったのは関戸と連光寺の

一部でしたが、およそ 5 時間後に解除

され、大きな被害にはあいませんでし

た。今年 9 月までに日本に上陸した台

風は 6個で平年の 2倍になります。 

 地球温暖化の影響で年々異常気象が

増加し、特に大雨の被害が多くなって

います。温暖化というと気温が上昇し

て暑くなるというイメージですが、気

温が上がると空気中の水蒸気量が増加

します。増加した雨が平均的に降って

くれれば問題はなく、むしろ水資源の

安定になりますが、増加しているのは

豪雨なのです。 

1時間の雨量が 50ミリ以上になると

下水では処理できなくなり、低い土地

の浸水や道路の冠水が起きます。府中

では1986年から1995年までの10年間

に 50 ミリ以上の雨が降った回数は 50

回でしたが､次の 10年は 63回､2015 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  場 ： ロビー     

入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 武田 愛、熊村剛輔、磯部ヒデキ 

       佐藤隆治、田村 修        

曲  目 ： クリスマス・ソング ほか 

主  催 ： 文化部会 

         

筆者紹介：神崎 忠男(かんざき ただお) 
公益社団法人日本山岳協会前会長、同日本山 
岳会永年会員。北極圏グリーンランド登山隊 
編成ならびにエベレスト／チョモランマ登山 
隊などに参加。        連光寺在住 

 

登山ブームの現状 － ブームの陰の遭難事故 

 

しょうぶかん 
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村山 貢司 気象と地球環境をめぐる話（６） 神崎 忠男 

マナスル登山時代の登山ブームと最

近の登山ブームでは少し異質なものを 

感じます。一口で言えば、精鋭登山ブ

ームと大衆登山ブームという違いだと

思います。 

最近の大衆登山ブームとともに中高

年登山という言葉は、過去には聞かれ

ませんでした。当然ブームが起こるに

は何らかの要因、きっかけがあります。

自然の美しさや山の良さだけではな

く、生活や社会環境の影響との関連に

よるところが大きい。確かに昨今の登

山ブームは、定年退職で経済的にも時

間的にもゆとりができ、健康的にも自

然を愛し山歩きや登山を楽しもうとい

う人が増えたことも一因でしょう。 

しかし、高齢者の登山には、安全登

山や自然保護への懸念、マナーやモラ

ルの低下など、さまざまな課題に直面

しています。またブームの延長で山岳

マラソン競技会やスポ－ツクライミン

グ、アイスクライミングなど山岳競技

としての登山、ツァー登山やトレッキ

ングなど商業登山もブームの陰で多様

化してきました。特にスポーツクライ

ミングは 2020 年東京オリンピックか

ら正式競技種目として認可され、登山

に関わる若い人の目線も変わってきま

した。 

ブームとともに遭難事故も増え、救

助体制の充実強化の必要性から、毎年

７月に文部省が主管して警視庁や消防

庁と山岳関係者が集い、山岳遭難対策

協議会が開催されています。消防庁の

報告では、数年前に比べてヘリコプタ

ーの救助要請が増え、遭難地点に行く

と、「こんなケガや事故でヘリコプター 

 地球温暖化と異常気象 

登山へのつきせぬ魅力（４） 

 

 

 

 

 

立教大学英米文学専修を

卒業後、ジャズヴォーカ

リストとして活動中。 

サックス奏者や音楽ラ

イターとしても活動す

るマルチタレント。 

エレクトーン、シンセ

サイザーもこなすマル

チキーボーディスト。 

ジャズを中心としてラテ

ン、ブラジル音楽など都

内近郊、横浜で活動中。 

ライブハウスでの演奏。

ボーカルのサポート

を中心に活躍中。 

    
 

■武田 愛（Vo） ■熊村剛輔（Sax） ■磯部ヒデキ（Bass） ■佐藤隆治（Dr） ■田村 修（Piano） 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 61 回 11 月 20 日(日) 9:00～11:00 
第 62回 12 月 18 日(日) 9:00～11:00 

毎月 1回実施（原則第 3日曜日）     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会  

 

福祉なんでも相談会 

～福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

どなたでもご利用できる身近な相談窓口です～ 

☆日 時：11 月 15 日(火) 14:00～16:00 

     ※12 月は休みです。次は 1月 17 日(火)を予定 

☆場 所：1階第１会議室 

☆参加費：無料(直接会場へ) 

     ※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会、 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 

 

ハロー From Shobukan 

 

 

 

からきだ菖蒲館広報紙 

  

パソコン教室 

～ネットで年賀状を作ろう（１回完結）～ 

☆日 時：第１回 11 月 17 日(木) 10:00～15:00 

     第２回 11 月 24 日(木) 10:00～15:00 

     第３回 12 月 1 日(木) 10:00～15:00 

☆場 所：2階第 2会議室 

☆定 員：各回 5 名(申込み先着順 受付 10:00～)電話受付可 

☆受講料：1000 円(いずれの回も同一内容) 

☆機 器：ノートパソコン(Windows10)を貸与 

☆主 催：地域 ICT 化支援特別委員会 

鶴牧中学校 吹奏楽部 アンサンブルコンサート 

～吹いて 奏でて 楽しむ吹奏楽～ 

私たち鶴中吹奏楽部の演奏を聴きに来てください！ 

☆日 時：12 月 10 日(土)  

10:30～12:00 

☆場 所：2階ホール(入場無料) 

☆主 催：文化部会 

☆後 援：唐木田児童館 

 

 
キッズクラフト VOL.6 

～畳を使って「敷板」と「コースター」を作ろう！～ 

☆日 時：12 月 3 日(土)10:00～12:00 

☆場 所：児童館遊戯室 

☆対 象：地域在住の親子 30組 

     (小学３年生以上は子どものみ参加も可) 

☆参加費：300 円 

☆申 込：11月 12 日(土)13:00～ 

唐木田児童館にて受付 

 (☎042-338-2277) 

☆主 催：文化部会・唐木田児童館 

☆共 催：唐木田児童館 

 

菖蒲館ウォーキング 

～紅葉の中を桜ヶ丘公園まで～ 

☆日 時：12 月 8 日(木) ※雨天の場合は翌 9 日(金) 

☆集 合：9:30 菖蒲館玄関前 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

     当日受付(事前の申込み不要) 

☆持ち物：飲み物、帽子、雨具等 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

絵本よみきかせ ～おはなしのいす～ 

☆日 時：11 月 5 日(土) 11:00～11:40 

     12 月 3 日(土) 11:00～11:40 

☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会 ☆問合せ：042-376-4538（白石） 

 

第 25 回からきだ菖蒲館 地域健康・医療講座 

～アロマテラピー「はじめの一歩」～ 

☆日 時：10 月 29 日(土) 14:00～15:30 

☆場 所：2階ホール 入場無料 

☆定 員：30名(当日受付順) 

☆講 師：小杉裕香氏(アロマセラピスト) 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

菖蒲の会（高齢者食事会） 

～一か月後は楽しいクリスマス！ 

 一足早いクリスマス気分で、 

みなさんとご一緒に食事をしながら 

楽しく笑ってひとときを過ごしましょう！～ 

☆日 時：11 月 24 日(木) 12:00～13:30 
☆場 所：1階ギャラリー 

☆対象者：市内在住の 75歳以上の方 

☆参加費：一人 300 円 

☆定 員：15名(申込み先着順、受付 10:00～) 

     ※本人が直接来館のうえ申込みください 

☆献 立：ビーフストロガノフ、パン、温野菜サラダ、

スープ、デザート 

☆主 催：福祉部会     ※アレルギーの方はご相談下さい 

 

サルビア トレニア 

 

次号は 1月 3日 発行予定 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花

でいっぱいです。協力員の方々と一緒に参加下さい。 

☆日 時：11 月 19 日(土)10:00～ 

     12 月 17 日(土)10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

 

 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

 

2016/1/16 菖蒲館落語会 

 

2016/3/5 菖蒲館コンサート 

 

 

 

 

2016/5/28 菖蒲館コンサート 
 

映画上映会 

七人の侍 
野盗と化した野武士に立ち向かうべく農民に雇われた侍たちの

闘いを描いた黒沢明監督の代表作。  

1954 年ベネチア国際映画祭銀獅子賞受賞(1954 年東宝映画） 

監督：黒沢 明 

主演：三船敏郎、志村 喬 ほか 

☆日 時：11 月 8 日(火) 開場 12:30 
上映 13:00 

☆場 所：2階ホール 

☆参加費：入場無料 

(事前の申込み不要､直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会映画同好会 

 
 

花いっぱい運動 

2016/7/17 日曜朝市 

(昼休み 1時間) 

 

 

（上映時間 207 分） 


